
新たな再審請求へ

次の再審裁判の名称は

「横浜事件『細川論文事件』再審裁判」

戦争政策の真実を見きわめ

歴史の偽造をただすために

◎ ワIき続き、ビ支援を !

11月 が、会員更新の時期になります。郵

便振替を同封させていただきました。第

1次再審請求から数え、16年目に入りま

すが、引き続き会員としてご支援くださ

いますようお願い致します。

■ (年会費)個人 =2,000円  団体 =5,000円

昨
年
七
月
、
第
二
次
再
審
請
求
に
対
し
最
高

裁
が

「棄
却
」
を
下
し
て
か
ら

一
年
余
が
過
ぎ

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
請
求
人
、
弁
護
団
、

支
援
す
る
会
事
務
局
は
、　
フ
」
の
ま
ま
で
は
す

ま
さ
れ
な
い
」
と
し
て
、

「
細
川
論
文
」
の
内

容
に
つ
い
て
の
鑑
定
書
を

「新
証
拠
」
に
新
た

な
挑
戦
を
決
意
し
た
こ
と
は
す
で
に
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
年
五
月
二
三
日
、
請
求
人

・
弁

護
団

・
支
援
す
る
会
で
会
議
を
開
き
、
い
っ
た

ん
は
今
年
九
月
に
再
審
請
求
を
行
う
こ
と
を
決

め
ま
し
た

（会
議
出
席
者
は
、
請
求
人
＝
齋
藤

信
子
、
弁
護
団
＝
日
下
部
長
作
団
長
、
大
川
隆

司
事
務
局
長
、
佐
藤
博
史

〈
日
弁
連
（次
頁
へ
）
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人
権
委
員
会
〉
、
笹
隈
み
さ
子

〈
同
〉
、
支
援

す
る
会
事
務
局
＝
橋
本
進
、
梅
田
正
己
、
片
岡

修
、
高
木
宏
、
金
田
冨
恵
）
。

し
か
し
そ
の
後
、
弁
護
団
の
多
忙
と
、
ま
た

今
回
の
再
審
請
求
で
は
、
裁
判
所
の
形
式
論
理

が
付
け
入
る
隙
を
防
ぐ
た
め
、
い
わ
ゅ
る

「
細

川
論
文
」
と
呼
ん
で
き
た

「世
界
史
の
動
向
と

日
本
」
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
前
に
も
細
川
嘉

六
氏
が

『改
造
』
や

『中
央
公
論
』
に
寄
稿
し

て
き
た
諸
論
文

（細
川
氏
に
対
す
る

「治
安
維

持
法
違
反
被
告
事
件
公
訴
事
実
」
＝

一
九
四
三

年
９
月
■
日
付
。
東
京
地
裁
検
事
局
＝
で
挙
げ

ら
れ
て
い
る
諸
論
文
）
に
つ
い
て
も
現
物
を
入

手
し
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
九

月
の
再
審
請
求
は
延
期
い
た
し
ま
し
た
。

細
川
氏
の
昭
和

一
〇
年
代
の
執
筆
論
文
は
、

そ
の
後
事
務
局
で
探
し
て
、
入
手
し
ま
し
た
。

た
だ
そ
の
分
量
は

「
世
界
史
の
動
向
と
日
本
」

を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
膨
大
な
も
の
で
あ
る
た

め
、
そ
の
検
討
に
は
相
当
の
時
間
と
労
力
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

波
多
野
ｏ筑
波
大
教
授
が

新
た
な
鑑
定
人
に

さ
て

「
新
証
拠
」
と
し
て
現
在
予
定
し
て
い

る
の
は
、
今
年
新
た
に
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た

波
多
野
澄
雄

・
筑
波
大
学
教
授
の

「鑑
定
書
」
、

お
よ
び
第
二
次
再
審
に
際
し
提
出
さ
れ
た
も
の

を
補
強
し
た
今
井
清

一
、
荒
井
信

一
両
先
生
の

「鑑
定
書
」
で
す
。

小
野
康
人
氏
ら
を
有
罪
と
し
た
理
由
は

″社

会
主
義
の
実
現
が
社
会
主
義
矛
盾
解
決
の
唯

一

の
道
″
で
、　
″
日
本
の
国
策
も
唯
物
史
観
の
示

す
方
向
に
向
か
っ
て
樹
立
″
さ
れ
る
べ
き
だ
と

い
う

「
共
産
主
義
的
啓
蒙
論
文
」

（細
川
嘉
六

「世
界
史
の
動
向
と
日
本
」
）
を

『改
造
』
誌

に
掲
載
し
た
か
ら
、
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
細
川
論
文
が
共
産
主
義
的
啓
蒙
論

文
で
は
な
か
ぅ
た
こ
之
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
有

罪
判
決
は
根
拠
を
失
い
、
崩
れ
去
り
ま
す
。

三
先
生
の
鑑
定
書
は
、
細
川
論
文
を
詳
細
に

読
み
こ
ん
だ
う
え
で
、
同
論
文
は
日
本
が
ア
ジ

ア
諸
民
族
に
対
し

「
民
族
自
決
」
の
政
策
を
と

る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
も
の
で
、　
″共
産
主

義
的
啓
蒙
論
文
″
な
ど
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を

明
確
に
論
証
し
て
い
ま
す
。
・

今
回
新
た
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
波
多
野

澄
雄
先
生
は
、
現
職
に
い
た
る
ま
で
、
外
交
資

料
館
、
防
衛
研
究
所
戦
史
室
に
勤
務
さ
れ
、
こ

の
間
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
時
の
日
本
外
交

を
追
究
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

『太
平
洋
戦
争
と

ア
ジ
ア
外
交
』

（東
大
出
版
会
）
と
い
う
労
作

が
あ
り
、
戦
時
下
の
日
本
の
ア
ジ
ア
外
交
政
策

研
究
で
は
第

一
人
者
と
い
う
べ
き
存
在
で
す
。

先
生
に
は
す
で
に
鑑
定
書
の
第

一
次
稿
を
仕
上

げ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
名
称
は

「横
浜
事
件

『細
川
論
文
事
件
』再
審
裁
判
」

以
上
の
経
緯
か
ら
、
今
回
の
再
審
申
し
立
て

は
、
問
題
の
所
在
を
明
示
す
る
た
め
、

「横
浜

事
件
細
川
論
文
事
件
再
審
裁
判
」
と
称
す
る
こ
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と
に
い
た
し
ま
し
た
。
新
証
拠
と
し
て
、
右
鑑

定
書
の
ほ
か
に
、
原
判
決
の
荒
唐
無
稽
振
り
を

論
証
し
た
論
文

（事
務
局

。
橋
本
進

『世
界
』

九
九
年

一
〇
月
号
）
等
も
加
え
ら
れ
る
予
定
で

す
。目

下
、
鑑
定
書
を
固
め
て
ゆ
く
た
め
の
作
業

が
進
行
中
で
す
。
先
に
述
べ
た

「
世
界
史
の
動

向
と
日
本
」
以
外
の
細
川
氏
の
諸
論
文
の
点
検

で
す
。

検
事
は
昭
和

一
〇
年
以
降
の
細
川
氏
の
諸
論

文
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
を
全
て

「共
産
主
義

の
宣
伝
」
と
き
め
つ
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

挙
げ
ら
れ
て
い
る
論
文
の
タ
イ
ト
ル
が
不
正
確

で
あ

つ
た
り
、
発
表
月
を
間
違
え
た
り
で
、　
一

見
し
て
、
検
事
等
の
社
撰
さ
乱
暴
さ
が
読
み
取

れ
、
何
が
何
で
も
共
産
主
義
宣
伝
に
仕
立
て
上

げ
よ
う
と
す
る
彼
ら
の
狂
態
に
、
今
更
な
が
ら

憤
り
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

歴
史
認
識
を
問
う
問
題
、

司
法
改
革
の
問
題
と
し
て

今
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
、

「新
し
い
歴
史

教
科
書
を
つ
く
る
会
」
の
教
科
書
が
大
き
な
社

会
的
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
教
科
書
で
は

「大
東
亜
戦
争
」
と
い
う
言
葉
が
復
活
し
、
こ

の
戦
争
が
ア
ジ
ア
の
人
々
の
独
立
を
は
ぐ
く
ん

だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
採
択
運
動
の
狂
奔

ぶ
り
は

「
現
代
版
の
国
体
明
徴
運
動
」

（姜
尚

中

。
東
大
教
授
）
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
で
す
。

も
ι
同
教
科
書
が
い
う
よ
う
に
、
ア
ジ
ァ
・

太
平
洋
戦
争
が
本
当
に
ア
ジ
ア
民
族
解
放
の
た

め
の
戦
争
で
あ

っ
た
の
な
ら
、
ど
う
し
て
ア
ジ

ア
民
族
自
決
の
重
要
さ
を
正
面
か
ら
論
じ
た
細

川
論
文
が
弾
圧
さ
れ
、
獄
死
者
ま
で
出
る
大
事

件
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
ぅ
か
。

細
川
論
文
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
は
、
太
平

洋
戦
争
に
お
け
る
日
本
の
ア
ジ
ア
民
族
政
策
を

問
い
な
お
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て

再
審
を
実
現
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
歴
史
の
偽
造

を
許
さ
ぬ
作
業
と
な
り
、
神
が
か
り
の
国
粋
主

義
、
侵
略
主
義
を
宣
伝
し
、
日
本
と
ア
ジ
ア
に

大
惨
禍
を
も
た
ら
す
に
至

っ
た
国
体
明
徴
運
動

の
再
現
を
阻
止
す
る
運
動
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
い
ま

「
二

一
世
紀
の
司
法
改
革
」

へ
の

動
き
が
強
ま

っ
て
い
ま
す
。
国
民
の
信
頼
に
こ

た
え
ら
れ
る
司
法

へ
の
大
改
革
の
必
要
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
、
抜
本
的
改
革
を

必
須
と
さ
せ
る
に
至

っ
た
数
々
の
要
因
の

一
つ

と
し
て
、
戦
後
日
本
の
司
法
制
度
が
ド
イ
ツ
の

よ
う
な
戦
争
責
任

（司
法
責
任
）
へ
の
反
省
↓

改
革
と
い
う
道
を
た
ど
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す

（裁
判
官
の
中
か
ら
公
職
追

放
に
な

っ
た
者
は

一
人
も
出
な
か
っ
た
―
―
日

本
に
お
け
る
未
決
の
司
法
責
任
）
。

横
浜
事
件
が
当
局
の
フ
レ
ー
ム

・
ア
ッ
プ
で

あ

つ
た
こ
と
は
歴
史
学
界
の
定
説
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
架
空
事
件
に
対
す
る
有
罪
判
決
は
無

効
と
い
う
の
が
市
民
常
識
で
す
。
に
も
か
わ
ら

ず
、
平
然
と
し
て
原
判
決
は
正
当
と
の
べ
る
裁

判
所

（第

一
次
、
第
二
次
再
審
）
は
、
い
か
に

●
次
ベ
ー
ジ

ヘ
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横
浜
事
件
再
審
の
実
現
に
向
け
て

２

・
９
生
天
〓
（山石
波
書
ヽヽ
ナ
ー
ル
ｌ
ι

波
多
野

・
筑
波
大
教
授
の
講
演
婁
三

▼
昨
年

（
二
〇
〇
〇
年
）
七
月
の
最
高
裁
棄
却

決
定
を
受
け
、
請
求
人
、
弁
護
団
、
事
務
局
は

荒
井
信

一
先
生
の
参
加
も
得
て
会
議
、
三
度
再

審
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
決
定
、
新
た
に
波
多
野

澄
雄
先
生

（筑
波
大
教
授

・
国
際
政
治
学
経
済

学
研
究
科
長
）
に
ご
協
力
を
依
頼
し
、
新
鑑
定

書
執
筆
の
快
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

波
多
野
先
生
の
作
業
が
開
始
さ
れ
た
段
階
で

本
年
二
月
九
日
、
東
京

・
神
保
町
の
岩
波
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
で

「
横
浜
事
件

・
再
審
の
実
現
に

向
け
て
」
集
会
を
催
し
ま
し
た
。
弁
護
団
の
ほ

か
今
井
清

一
、
荒
井
信

一
両
先
生
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た

（参
加
者
、
四
四
名
）
。

集
会
は
ま
ず
波
多
野
先
生
に
よ
る

「
太
平
洋

●
前
ぺ
‥
ジ
か
ら

市
民
と
か
け
離
れ
た
存
在
に
成
り
果
て
て
い
る

か
を
示
す
も
の
で
す
。

横
浜
事
件
再
審
裁
判
の
実
現
は
、
あ
ら
た
め

て
司
法
の
戦
争
責
任

・
戦
後
責
任
を
問
い
、
司

法
を
市
民
の
た
め
の
も
の
に
し
て
い
く
運
動
の

一
翼
を
担
う
こ
と
に
も
な
る
で
し
よ
ぅ
。

歴
史
認
識
の
問
題
、
司
法
改
革
の
問
題
な
ど

す
ぐ
れ
て
今
日
的
な
課
題
と
取
り
組
む
こ
の
歴

史
的
な
裁
判
に
、
引
き
続
き
い
っ
そ
う
の
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

戦
争
下
の
日
本
の
民
族
政
策
と

『
細
川
論
文
ヒ

と
題
す
る
講
演
と
、
質
疑
応
答
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
以
下
、
講
演
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

外
務
省
と
海
軍
と
陸
軍

今
日
は
細
川
論
文
の
内
容
そ
の
も
の
に
は
立

ち
入
ら
ず
、
同
論
文
が
書
か
れ
る
こ
ろ
の
諸
情

勢
、
政
策
動
向
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
。
細

川
論
文
は
共
産
主
義
的
啓
蒙
を
め
ざ
し
た
も
の
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で
は
な
く
、
当
時
、
日
本
の
重
要
課
題
で
あ

っ

た
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
処
遇
を
め
ぐ

っ
て
提
言
を

行

っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
だ
。

太
平
洋
戦
争
開
戦
前
後
か
ら
本
論
文
執
筆
の

●
講
演
中
の
波
多
野
澄
雄

・
筑
波
大
学
教
授

頃
ま
で
、
さ
ら
に
は

一
九
四
三
年
ご
ろ
ま
で
、

ア
ジ
ア
諸
民
族
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
、
政
府

・

戦
争
指
導
部
内
で
大
き
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い

た
。
大
ざ
っ
ぱ
に
分
け
る
と
、
占
領
地
の
軍
政

を
撤
廃
し
て
独
立
や
自
治
を
認
め
て
い
こ
う
と

い
う
の
が
外
務
省
の
立
場
で
、
こ
れ
に
最
も
強

く
反
対
し
た
の
が
海
軍
で
あ

っ
た
。

海
軍
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
ぅ
、
日
本
に

と
っ
て
石
油
な
ど
最
も
必
要
な
資
源
地
域
の
軍

政
を
担
当
し
て
い
た
の
で
、
住
民
の
独
立
や
自

治
に
は
否
定
的
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
外
務
省
と
海
軍
の
中
間
に
あ
っ
た
の

が
、
陸
軍
と
い
え
よ
ぅ
。
っ
ま
り
、
民
族
自
決

と
い
う
原
則
を
占
領
地
に
適
用
し
て
ぃ
く
か
、

適
用
し
な
い
の
な
ら
ど
ん
な
レ
ト
リ
ッ
ク
で
そ

れ
を
正
当
化
し
て
い
く
か
と
い
う
議
論
が
せ
め

ぎ
合

っ
て
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
細
川
論

文
が
説
く
よ
う
な

「
民
族
政
策
の
革
新
」
が
重

要
課
題
と
な
る
時
期
だ

っ
た
。

民
族
自
決
の
世
界
的
潮
流

第

一
次
世
界
大
戦
ま
で
は
、
民
族
の
独
立
と

か
自
治

。
自
立
と
い
う
問
題
は
大
国
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
る
も
の
で
、
民
族
の

「権
利
」
と
し

て
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

第

一
次
大
戦
の
戦
後
処
理
に
あ
た
り
、
ゥ
ィ
ル

ソ
ン
米
大
統
領
の

一
四
カ
条
の
提
言
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
、
そ
の
重
要
項
目
と
な
っ
た
民

族
自
決
原
則
は
、
そ
の
後
、
国
際
的
に
定
着
し

た
。
そ
れ
ま
で
の
露
骨
な
植
民
地
主
義
は
通
用

し
な
く
な
っ
た
。

日
本
や
ド
イ
ッ
の
よ
う
な
後
発
帝
国
主
義
国

家
も
、
占
領
統
治
を
と
る
場
合
、
な
ん
ら
か
の

正
当
な
理
由
づ
け
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
だ

か
ら
、
満
州
国
を
作

っ
た
時
も

（三
二
年
）
、

日
本
政
府
は
こ
れ
を

「
満
州
に
お
け
る
自
治
運

動
の
結
果
で
あ
る
」
と
発
表
し
た
。
北
支

（中

国
北
部
）
で
も
愧
儡
政
府
を
作
る
が
、
こ
れ
も

自
治
運
動
の
結
果
と
発
表
す
る
。
ど
ん
な
立
場

日れ徹 ヒ知札
峯承熱 ■織‖を綺 委
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の
国
で
あ
ろ
う
と
、
民
族
自
決
と
い
う
問
題
に

配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
当
時
の
国
際
環
境

だ

っ
た
。

四

一
年
八
月
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
米
大
統
領
と

チ
ヤ
ー
チ
ル
英
首
相
に
よ
り

「大
西
洋
憲
章
」

が
発
表
さ
れ
る
が
、
そ
の
第
二
項
は
民
族
自
決

で
あ
り
、
憲
章
の
重
要
部
分
は
四
二
年

一
月
の

連
合
国
声
明
に
引
き
継
が
れ
た
。
連
合
国

（英

米
、
仏
等
）
、
枢
軸
国

（独
、
伊
、
日
等
）
そ

れ
ぞ
れ
の
内
部
に
葛
藤
は
あ

っ
た
が
、
民
族
自

決
の
国
際
潮
流
は
無
視
で
き
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
流
れ
に
敏
感
だ

っ
た
の
が
外
務
省

だ
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
前

（
四

一
年
二
月
。
松

岡
外
相
時
）
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
居
住
民
族
は

「
独
立
を
維
持
せ
し
め
又
は
独
立
を
せ
し
む
る

を
原
則
」
と
す
る
、
「独
立
の
能
力
な
き
民
族

に
つ
い
て
は
各
々
そ
の
能
力
に
応
じ
出
来
る
限

り
の
自
治
を
許
容
し
我
に
於
い
て
そ
の
統
治
指

導
の
責
に
任
ず
」

（
「対
独
伊
蘇
交
渉
案
」
第

二
項
）
と
い
っ
て
い
た
。

政
府
内
部
の
葛
藤

開
戦
直
後
の
議
会
演
説
（
四
二
年

一
月
）
で
、

民
族
政
策
に
つ
い
て
、
東
条
首
相
演
説
と
東
郷

外
相
演
説
に
は
相
違
が
み
ら
れ
た
。
四
〇
年
以

降
、
興
亜
院

（三
八
年
末
発
足
）
を
中
心
に
、

占
領
地
行
政
機
構
構
想
が
図
ら
れ
て
き
た
が
、

そ
れ
は
興
亜
院
の
拡
充
案
、
あ
る
い
は
統
帥
部

（大
本
営
）
の
権
限
拡
大
案
で
、
軍
事
を
優
先

さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
外
務

省
は

「
外
交

一
元
化
」
を
主
張
、
興
亜
院
な
ど

を
外
相
の
指
揮
下
に
お
き
、
軍
政
早
期
撤
廃
の

立
場
を
と

っ
た
。
こ
う
し
た
対
立

・
葛
藤
は
大

東
亜
省
設
置

（
四
二
年

一
月
）
を
め
ぐ
っ
て
も

あ
ら
わ
れ
た
。

細
川
論
文
よ
り
あ
と
に
な
る
が
、
東
条
内
閣

の
外
相
は
東
郷
、
谷
の
次
に
重
光
葵
と
な
り
、

重
光
は
、
ビ
ル
マ

（
四
三
年
八
月
）
、
フ
ィ
リ

ピ
ン

（同
年

一
月
）
の
独
立
、
日
華
基
本
条
約

の
日
華
同
盟
条
約

へ
の
改
定

（同
年

一
〇
月
）

な
ど

「大
東
亜
新
政
策
」
と
い
う
民
族
自
決
を

考
慮
し
た
政
策
を
た
ど
る
。
こ
う
い
ぅ
ア
ジ
ア

諸
民
族
の
処
遇
を
め
ぐ

っ
て
、
政
府
や
軍
の
内

部
に
対
立
と
葛
藤
が
生
じ
、
そ
う
い
う
情
報
は

外
に
漏
れ
た
り
、
あ
る
意
味
で
は
公
然
と
な
さ

れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

細
川
論
文
は
、
こ
う
い
う
状
況
下
に
あ

っ
て

提
言
を
行
お
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
対

ア
ジ
ア
民
族
政
策
の
ま
さ
に
核
心
に
か
か
わ
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

《質
疑
応
答
》

―
―
横
浜
事
件
は
、
外
務
省
と
海
軍
の
争
い

に
細
川
論
文
が
巻
き
込
ま
れ
た
結
果
と
は
み
ら

れ
な
い
か
。

波
多
野

そ
れ
は
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
。
占
領
地

統
治
の
問
題
に
日
本
が
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ

た
の
は
非
常
に
遅
い
時
機
だ

っ
た
。
開
戦
後
、

ア
ジ
ア
各
地
を
占
領
し
た
段
階
の
四
二
年
二
月

に
な
っ
て
、
大
東
亜
建
設
審
議
会
を
作
り
、
い
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か
な
る
共
栄
圏
を
構
想
す
る
か
と
い
う
議
論
を

す
る
。
細
川
論
文
が
構
想
さ
れ
て
い
る
頃
だ
。

（
こ
の
ほ
か
、
民
族
政
策
の
戦
前
、
戦
後
の
違

い
、
台
湾

・
朝
鮮
政
策
の
問
題
、
尾
崎

・
ゾ
ル

ゲ
事
件
と
の
関
連
、
当
時
の
北
進
論

・
南
進
論

と
の
関
連
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
）

佐
藤
弁
護
士

私
た
ち
戦
後
生
ま
れ
は
、
戦
前

戦
時
日
本
は
帝
国
主
義
だ
か
ら
、
帝
国
主
義
批

判
を
い
う
こ
と
は
す
な
わ
ち
政
府
批
判
、
民
族

独
立
を
訴
え
る
こ
と
も
直
ち
に
政
府
批
判
と
単

純
に
と
ら
え
が
ち
だ
。
裁
判
官
も
戦
後
生
ま
れ

だ
か
ら
、
今
日
の
講
演
の
よ
う
な
、
細
川
論
文

当
時
の
錯
雑
し
た
情
勢
を
わ
か
ら
せ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
、
と
思
う
。

＊

大
川
弁
護
士

私
た
ち
の
運
動
は
、
罪
も
無
い

人
を
有
罪
と
し
た
間
違
い
を
、
国
家
機
関
と
し

て
認
め
よ
、
と
い
う
運
動
だ
。
そ
れ
を
実
現
す

る
に
は
、
司
法
の
約
束
ご
と
を
ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。　
一
つ
は
事
実
誤
認
の
証
明
、

も
う

一
つ
は
新
証
拠
。

第
二
次
再
審
に
際
し
、
細
川
論
文
を
新
証
拠

と
し
た
が
、
提
起
の
仕
方
と
し
て
、
原
判
決
の

さ
い
細
川
論
文
を
取
り
調
べ
た
の
か
否
か
と
い

う
い
わ
ば
狭
い
議
論
に
し
て
し
ま
っ
た
。
最
高

裁
の
段
階
に
な
っ
て
、
佐
藤
弁
護
士
等
の
指
摘

が
あ
り
、
今
井
、
新
井
両
先
生
の
鑑
定
書
そ
の

も
の
を
新
証
拠
と
す
る
主
張
を
付
け
加
え
た
。

す
な
わ
ち
当
時
で
は
な
く
戦
後
の
今
だ
か
ら
こ

そ
正
し
く
判
定
で
き
る
鑑
定
書
を
新
証
拠
と
す

る
考
え
に
切
り
換
え
た
が
、
時
す
で
に
遅
し
で

あ

っ
た
。

し
た
が

っ
て
今
回
は
、
細
川
論
文
に
つ
い
て

こ
れ
だ
け
新
し
い
学
術
研
究
が
出
て
き
た
、
裁

判
所
は
こ
れ
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
て
、
細
川

論
文
が
共
産
主
義
的
啓
蒙
論
文
だ
と
断
定
で
き

る
か
ど
う
か
調
べ
て
欲
し
い
―
―
こ
う
い
ぅ

一

番
素
直
な
か
た
ち
で
の
再
審
申
し
立
て
を
か
ん

が
え
て
い
る
。

＊

齋
藤
信
子

亡
き
母

（小
野
貞
さ
ん
）
も
晩
年

に
、
裁
判
所
は
記
録
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
逃

げ
る
け
ど
、
細
川
論
文
な
ど
証
拠
は
ち
ゃ
ん
と

残

っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
と
、
ぃ
っ
て
い
ま
し

た
。
今
回
、
先
生
方
に
よ
っ
て
学
問
的
に
解
明

さ
れ
、
新
た
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
こ
と
を

有
り
難
く
思
っ
て
い
ま
す
％
原
告
の
遺
族
之
し

て
、
理
不
尽
な
こ
と
は
今
後
も
た
た
か
っ
て
い

き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（文
責

。
事
務
局
）

▼
会
費
を
含
め
て
雀
の
涙
で
ご
め
ん
な
さ
い
。
取
材

の
た
め
敗
戦
前
後
の
史
実
を
調
べ
て
い
ま
す
と
近
頃

の
世
相
と
考
え
合
わ
せ
て
う
そ
寒
い
も
の
を
お
ぼ
え

ま
す
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
真
先

▼
横
浜
事
件
の
原
告
の
方
が
亡
く
な
っ
て
き
て
風
化

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
声
を
出
し
て
下

さ
い
。
カ
ン
パ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
酒
井
　
広

▼
新
た
な
国
家
主
権
の
流
れ
が
加
速
し
て
い
る
と
き

再
審
請
求
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
さ
さ

や
か
で
す
が
カ
ン
パ
に
て
支
援
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ご
尽
力
の
程
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
秋
間
達
男

▼
横
浜
事
件
は
最
高
裁
に
と
っ
て

″頂
門
の
一
針
″

に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
よ
っ
て
闘
ぃ
つ
づ
け
る
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こ
と
に
意
味
の
あ
る
裁
判
闘
争
だ
と
存
じ
ま
す
。
辛

い
持
久
戦
で
す
が
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
　
小
平
　
克

▼

一
二
月
二
日
は
先
約
が
あ
り
出
席
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
う
ま
ず
た
ゅ
ま
ず
一嗅
張

っ
て
ご
活
動
の
程

お
祈
り
し
ま
す
。
　

横
浜
ベ
ン
ク
ラ
ブ
　
青
木
兵
衛

▼
世
の
中
ま
す
ま
す
不
穏
な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
の
頑
張
り
に
は
何
時
も
励
ま
さ
れ
て
お
り
ま
す
（

天
野
あ
ぐ
り

▼
新
た
な
闘
い
、
新
世
紀
に
な
り
ま
し
た
が
諦
め
る

こ
と
な
く
続
け
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
　
　
佐
川
隆
彦

▼
波
多
野
教
授
の
鑑
定
書
に
大
き
な
期
待
を
持

っ
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
闘
を
切
に
祈
り
ま
す
。

百
瀬
雄
彦

▼
支
援
す
る
会
に
入

っ
て
長
い
間
経
ち
ま
し
た
。
私

も
七

一
歳
と
な
り
体
の
自
由
が
き
か
な
く
な
り
ま
し

た
が
皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
は
敬
服
致
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
頑
張
り
を
私
の
励
み
に
し
て
い
ま
す
。

岡
田
富
久
子

▼
昨
今
の
世
情
は
戦
前
回
帰
の
様
相
を
呈
し
て
参
り

ま
し
た
。
日
本
の
将
来
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。田

浦
　
勉

▼
歴
史
の
真
実
を
暴
き
出
す
闘
い
の
先
頭
に
立

っ
て

お
ら
れ
る
皆
様
の
姿
に
頭
が
下
り
ま
す
。
お
互
い
高

齢
化
し
て
い
く
中
健
康
に
留
意
さ
れ
て
頑
張

っ
て
く

だ
さ
い
。
少
し
で
す
が
カ
ン
パ
で
す
。
　

石
坂
悦
男

▼
司
法
の
反
動
化
で
大
変
で
し
ょ
う
が
、
ご
奮
闘
を

祈
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
社
労
組
大
切
な
運
動
を
根
気
強

く
進
め
て
下
さ

っ
て
感
動
し
て
お
り
ま
す
。
老
親
を

抱
え
貧
者
の

一
燈
で
す
が
お
許
し
下
さ
い
。関
口
澄
子

カ
ン
バ
を
お
寄
せ
く
だ
さ

っ
た
方

々

（敬
称
略
）

∧
８
月
∨
田
浦
勉
∧
９
月
ｖ
窓
友
会
　
平
館
道
子

齋
藤
信
子
　
石
坂
悦
男
　
香
川
良
成
∧
１０
月
ｖ
齋
藤

信
子
∧
■
月
∨
辻
真
先
　
酒
井
広
　
原
満
三
寿
　
秋

間
達
男
　
福
田
詢
　
山
田
猛
　
齋
藤
信
子
　
及
川
達

男
　
野
々
村
散
　
佐
々
木
陽
子
　
小
森
修
　
横
浜
ベ

ン
ク
ラ
ブ
　
清
水
英
夫
　
一昌
畑
健

一　
河
崎
光
成

∧
‐２
月
ｖ
近
藤
正
巳
　
梅
田
正
己
　
石
原
春
男
　
俵

義
文
　
桑
原
英
武
　
実
方
義
雄
　
熊
谷
浩

一　
天
野

あ
ぐ
り
　
医
学
書
院
労
組

（青
木
、
上
館
、
窪
田
、

高
田
、
辻
嶋
、
宮
沢
）
∧
１
月
ｖ
伊
藤
千
里
　
水
上

照
海
　
齋
藤
信
子
　
山
内
覚
　
新
井
揆
博
　
佐
川
隆

彦
　
大
槻
通
夫
　
原
田
宏
　
横
田
礼
子
　
∧
２
月
∨

岩
波
労
組
　
野
口
和
夫
　
一削
田
朗
　
梅
山
幸
子
　
山

川
次
郎
　
匿
名
∧
３
月
ｖ
深
代
典
子
　
新
井
康
廣

清
水
雅
彦
∧
４
月
ｖ
横
山
新
　
加
藤
丸
子

▼
長
ら
く
会
報
の
発
行
が
途
絶
え
、
申
し
わ
け
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
そ
の
間
の
動
き
は
、
こ
の
号
で
ご
報
告

し
た
通
り
で
す
。
ま
た
昨
年

一
二
月
二
日
に
は
横
浜

事
件
の
ビ
デ
オ
を
見
る
会
を
事
務
局
で
行
い
ま
し
た
。

時
期
的
に
悪
か

っ
た
よ
う
で
出
席
者
は
僅
か
で
し
た

が
、
斎
藤
信
子
さ
ん
、
小
林
佳

一
郎
さ
ん

（英
二
郎

さ
ん
ご
子
息
）
が
出
席
さ
れ
て
、
和
や
か
に

一
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
近
く
ま
た
こ
の
よ
う
な
催
し
を
い

た
し
ま
す

（同
封
チ
ラ
シ
参
照
）
。

▼
ま
た
今
年
二
月
九
日
に
は
こ
の
号
で
ご
報
告
し
た

集
会
を
開
き
ま
し
た
。
新
間
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も

あ

っ
て
、
会
員
の
方
以
外
の
参
加
者
が
だ
い
ぶ
ぃ
ら

っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

▼
神
奈
川
の

「平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」

（六
月

一

日
か
ら
）
実
行
委
員
会
か
ら
、

「横
浜
事
件
の
紹
介

が
な
い
の
は
お
か
し
い
と
い
う
意
見
が
出
た
。
パ
ネ

ル
が
あ

っ
た
ら
貸
し
て
欲
し
い
」
と
連
絡
が
あ
り
ま

し
た
。
パ
ネ
ル
が
な
い
の
で
資
料
を
送

っ
た
と
こ
ろ

「あ
ま
り
の
生
々
し
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
手
分
け
を

し
て
パ
ネ
ル
を
作
り
ま
し
た
」
と
今
年
か
ら
横
浜
事

件
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼

一
一
月
は
会
員
登
録
の
更
新
の
月
に
な
り
ま
す
。

郵
便
振
替
用
紙
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
期
も
ま
た
引
き
続
き
会
員
と
な

っ
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、
ど
う
ぞ
ぉ
願
い
い
た
し
ま
す
。
　

（金
田
）

入会申込・会費納入先

〒10111t164千 代田区猿楽町14-3松村ビル401

横浜事件・再審裁
■Jlを 支援する会

80332918066(Fax兼 用)

く年会費〉個人 =2000円 団体 =5000円

● 郵 便 振 替  001307:50641

振込用紙に口座番号、金額、氏名、住所など必

要事項をご記入のうえ、お振 り込みください。

● 銀 行 振 込  富士銀行九段支店

普通預金口座1478864「 横浜事件再審裁判を

支援する会」
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